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はじめに
　ジャガイモＹウイルス（PVY）は、ア
ブラムシによって媒介されるジャガイモの
重要病原ウイルスで、国内のジャガイモか
ら報告されている12種のウイルスの中でも
最も重要である。PVYの感染はジャガイ
モの収量や品質を低下させる恐れがあり、
またジャガイモのウイルスは植物防疫法に
規定された種馬鈴しょ検疫の対象である。
従って、媒介アブラムシを防除してPVY
の感染を防ぐことは、ジャガイモの安定生
産のためには非常に重要である。
　アブラムシはPVYを非循環型・非永続
性媒介と呼ばれる様式で媒介する。この様
式による媒介の大きな特徴は、「探り吸汁」
と呼ばれるアブラムシのごく短時間の吸汁
による「味見」によってもウイルスを媒介
できることである。アブラムシは針状の口
器を使って植物から吸汁し、汁液と唾液は
口針（こうしん）と呼ばれる細い管の中を
通る。口針内壁の先端付近にはPVYが付
着する受容器があり、アブラムシがPVY
を含む汁液を吸汁すると、PVYはその受
容器に付着する。付着できなかったPVY
や残りの汁液は体内へと取り込まれ、体内
に取り込まれたPVYは体外へと排出され
ない。一方、アブラムシはPVY感染植物
から吸汁後、別の植物に移動して口針から

唾液を植物体内へと排出すると、PVYは
受容器から解離して唾液とともにその植物
へと移される。このように口針先端付近に
ある受容器を介して媒介されることから、
非循環型・非永続性媒介は「口針型媒介」
とも呼ばれ、アブラムシは「探り吸汁」だ
け で もPVYを 媒 介 で き る。 そ の た め、
PVYを媒介できるアブラムシには、ジャ
ガイモに寄生する種だけではなく、他の植
物 に 寄 生 す る 種 も 多 数 含 ま れ る。
Lacomme et al. （2017）は、1980年代以降
にPVYを媒介できると報告された65種の
アブラムシをリストアップしているが、圧
倒的に多くの種がジャガイモ以外の様々な
植物に寄生するアブラムシである。以上の
ように、アブラムシは「探り吸汁」でも
PVYを媒介でき、多種多様なアブラムシ
がPVYを媒介できることが、PVYと媒介
アブラムシとの関係を複雑にし、媒介アブ
ラムシの防除も困難にしていると言える。
　日本国内では、普通系統（O系統）、え
そ系統（N系統）、塊茎えそ系統（NTN系統）
の３系統のPVYの発生が報告されている。
北海道のジャガイモ圃場では近年になって
塊茎えそ系統のPVYの発生が増えている。
国内ではPVYを媒介するアブラムシの種
構成はほとんど調査されておらず、ジャガ
イモに寄生するモモアカアブラムシ、ジャ

佐
さ の
野　正

まさかず
和

【特集】ジャガイモの主要病害虫と対策

ジャガイモYウイルスを媒介する
アブラムシの種構成

農研機構 北海道農業研究センター 寒地畑作研究領域
環境病害虫グループ 上級研究員

21-08-278_004_特集　佐野正和.indd   1121-08-278_004_特集　佐野正和.indd   11 2021/09/13   13:57:462021/09/13   13:57:46



－12－

いも類振興情報　149号　2021.10

ガイモヒゲナガアブラムシ、ワタアブラム
シ、チューリップヒゲナガアブラムシの４
種が、国内のPVYの主要な媒介虫とされ
ることが多い。しかし前述の通り、様々な
種のアブラムシがPVYを媒介でき、欧米
ではジャガイモ以外の植物に寄生する種の
アブラムシがPVYの主要な媒介虫である
ことが報告されている。そこで筆者らは、
北海道のジャガイモ圃場においてアブラム
シを捕獲してPVYを検出し、PVY媒介ア
ブラムシの種構成を調査した（Sano et al. 
2019）。本稿ではその内容を紹介したい。

調査方法と結果
　2016年７月に北海道内の８地点のジャガ
イモ圃場において、黄色水盤トラップを24
時間設置してアブラムシを捕獲した。ト
ラップ設置圃場は、ジャガイモの主要産地
であるオホーツク振興局および十勝振興局

から２圃場ずつ、さらに石狩振興局および
渡島振興局からも２圃場ずつ選定した。黄
色水盤トラップには、黄色のプラスチック
製の食器（直径約15 cm、深さ約4.5 cm）
を用い、中には30％プロピレングリコール
溶液および微量の中性洗剤と安息香酸デナ
トニウムを加えた（図１）。プロピレング
リコールは、PVYの遺伝情報をよく保存
できるが、揮発性が低いため、圃場に設置
するトラップに用いるには水やエタノール
よりも便利である。中性洗剤は表面張力を
下げてアブラムシが溺れやすくするため
に、また安息香酸デナトニウムは苦味成分
として獣害を防ぐためにそれぞれ用いた。
各圃場に20個ずつの黄色水盤トラップを設
置し、24時間後にトラップで捕獲された有
翅アブラムシを回収した。
　回収したアブラムシからのPVY検出の
手順を図２に示した。実体顕微鏡で外部形

図１　調査に用いた黄色水盤トラップ（左上）、捕獲されたアブラムシ（左下）、圃場での設置状況（右）
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態の特徴（例えば、腹部の斑紋の有無や形
状など）を観察して記録した後、１個体ず
つ細胞破砕機（マルチビーズショッカー）
で粉砕してからTRIzol試薬でRNAを抽出
した。抽出したRNAを逆転写nested-PCR
により、PVYの外被タンパク質遺伝子の
塩基配列を増幅し、アガロースゲル電気泳
動でPVY由来の増幅産物の有無を確認し
た。増幅が確認できた場合には、増幅産物
の塩基配列を解析してPVYの系統を判別
した。また、アブラムシのミトコンドリア
DNAの塩基配列を解析し、粉砕前に記録
した外部形態の特徴や北海道における分布
記録の有無も参照して、アブラムシの種を
同定した。
　その結果、圃場でトラップ捕獲したアブ
ラムシ1,857個体のうち、195個体からPVY
が検出された。195個体は19種に類別され、
そのうち17種が種を同定できた（表１）。
モモアカアブラムシとジャガイモヒゲナガ
アブラムシの個体数が多かったが、両種と
も１圃場でしか確認されなかった。国内の
主要な媒介虫とされる４種のうち、前述の
モモアカアブラムシとジャガイモヒゲナガ
アブラムシに加えて、ワタアブラムシから

もPVYが検出されたが、チューリップヒ
ゲナガアブラムシからは確認されなかっ
た。種を同定できた17種には、圃場周辺の
雑草に寄生する種が多数認められた。例え
ば、フキアブラムシ、タデクギケアブラム
シ、ギシギシアブラムシ、マツヨイグサア
ブラムシは、それぞれ圃場周辺のフキ、イ
ヌタデ、ギシギシ、メマツヨイグサでよく
見られる種である。また、過去にPVYの
媒介の報告がないアブラムシが５種認めら
れた（表１中の＊印）。これらの種にはフ
キアブラムシやタデクギケアブラムシのよ
うに、PVY検出個体数の多かった種も含
まれていた。マツヨイグサアブラムシを除
く４種は、アジア固有のアブラムシであり、
日本を含むアジア地域でPVY媒介アブラ
ムシの研究がほとんど行われていなかった
ことを示している。
　また、アブラムシから検出されたPVY
の系統は、塊茎えそ系統が最も多く、次い
でえそ系統、普通系統の順であった（図３）。
これは、北海道のジャガイモからの検出と
同様の傾向であった。また、一部の個体の
アブラムシからは、２または３系統の
PVYが検出された。これは、自然条件下

図２　トラップ捕獲したアブラムシからのPVY検出の手順

①アブラムシの外部形態の記録

②アブラムシの粉砕、RNA抽出、逆転写nested-PCR

③ PVY由来のPCR増幅産物の確認

④ PVYの系統判別 （塩基配列により）
アブラムシの種同定 （塩基配列 +記録した外部形態 +分布記録により）

PVY非検出の1,662個体
検定終了

PVYが検出された195個体
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表１　PVYが検出されたアブラムシの種構成と個体数（Sano et al. 2019に基づいて作成）

アブラムシの種a 主な寄主植物 各圃場におけるPVY検出個体数b

オ1 オ2 十1 十2 石1 石2 渡1 渡2 計
モモアカアブラムシ 多食性（ジャガイモ含む） 0 0 0 0 0 0 66 0 66
ジャガイモヒゲナガ
　アブラムシ

多食性（ジャガイモ含む） 0 0 0 0 0 0 43 0 43

ワタアブラムシ 多食性（ジャガイモ含む） 0 0 0 0 0 2 17 4 23
フキアブラムシ＊ フキ属（キク科） 0 1 0 0 5 17 0 0 23
タデクギケアブラムシ＊ グミ科・タデ科 0 0 0 0 0 1 8 0 9
ギシギシアブラムシ スイバ属（タデ科） 0 0 0 0 0 1 6 1 8
マツヨイグサアブラムシ＊ アカバナ科 0 1 0 0 1 0 2 0 4
アカザハマキアブラムシ ヒユ科 0 0 0 0 0 0 3 0 3
マメクロアブラムシ 多食性（ジャガイモ含む） 0 0 0 0 0 0 2 0 2
ニセダイコンアブラムシ アブラナ科 0 0 0 0 1 1 0 0 2
ニレケフシワタムシ＊ ニレ属（ニレ科）・タデ属（タデ科） 0 1 0 0 0 0 1 0 2
ヨモギハアブラムシ＊ ヨモギ属（キク科） 0 0 0 0 1 0 0 0 1
ユキヤナギアブラムシ 多食性（ジャガイモ含む） 0 0 0 0 0 1 0 0 1
ギシギシネアブラムシ リンゴ属（バラ科）・スイバ属（タデ科） 0 1 0 0 0 0 0 0 1
チシャミドリアブラムシ スグリ属（スグリ科）・ノゲシ属（キク科） 0 0 0 0 0 1 0 0 1
リンゴコブアブラムシ リンゴ属（バラ科） 0 0 0 0 1 0 0 0 1
セイタカアワダチソウ
　ヒゲナガアブラムシ

アキノキリンソウ属（キク科） 0 0 0 0 0 1 0 0 1

Aphis属の一種 不明 0 0 0 0 0 0 3 0 3
Diuraphis属の一種 おそらくイネ科 0 0 0 0 0 0 1 0 1
PVY検出個体総数 0 4 0 0 9 25 152 5 195
トラップ捕獲個体総数 115 173 98 96 383 176 508 308 1857

a　＊を示した種は、過去にPVYの媒介の報告がないことを示す
b　�文字は圃場の所在する振興局の略称で、オ：オホーツク振興局、十：十勝振興局、石：石狩振興局、渡：渡島振興局を

示す
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図３　アブラムシから検出されたPVY各系統の割合（Sano et al. 2019に基づいて作成）
アブラムシ種名の略称は、モモアカ：モモアカアブラムシ、ジャガヒゲ：ジャガイモヒゲナガアブラムシ、ワタ：
ワタアブラムシ、フキ：フキアブラムシを示す
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では世界で初めての報告である。

まとめと今後の課題
　今回行った調査では、PVYが検出され
た19種のアブラムシのうち、モモアカアブ
ラムシやジャガイモヒゲナガアブラムシの
ように１圃場でのみ確認された種を除く
と、圃場周辺の雑草に寄生する種の個体数
が多い傾向であった。従来は、ジャガイモ
に寄生する４種のアブラムシが国内の
PVYの主要な媒介虫であろうと考えられ
ていたが、実際には圃場周辺の雑草に発生
するアブラムシがPVYの重要な媒介虫で
あることが筆者らの研究により推測され
た。一方、PVYが検出された19種のうち
５種のアブラムシは、過去にPVY媒介の
報告がない。前述したように、口針先端付
近に付着せずに体内に取り込まれたPVY
は、体外へは排出されず媒介もされない。
このため、検出された増幅産物は、媒介さ
れることのない体内にあるPVY由来で
あった可能性もある。そこで、これらの種
のアブラムシにPVYの媒介能力があるか
どうかを、室内飼育実験により評価してい
るところである。

　本調査では、北海道におけるアブラムシ
の発生ピークである７月に黄色水盤トラッ
プを24時間設置して捕獲している。今後は
同様のトラップ捕獲調査を栽培期間を通じ
て行うことで、PVY媒介アブラムシの季
節変動を明らかにすることも重要な課題で
ある。季節変動を明らかにし、気象予測シ
ステムと組み合わせることで、媒介アブラ
ムシの発生量と防除適期を高度に推定し、
現在よりも効果的かつ効率的な防除を可能
にしたいと考えている。
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